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Abstract 
The bending theory of a composite beam which is made up of two kinds of materials by meuns 
of a binding agent， isdiscussed， with the consideration of not only tangential distortion but also 
normal strain at the plane of connection， and the theory is expressed by simultaneous di妊巴rential
equations， with respect to tangential and normal forces of connection. 
The tangential force of connection can approximately be calculated by a simpler equation neg-
lected the巴ffectof the connecting normal force， which takes the maximum valu巴 atth巴 pointof 
loading as compression， and promptly decreases do¥Vn distant from the point of loading， so doing 
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上式中，Eo， E"はそれぞれ上部材および下部材の弾性係数，Ao， A，パ主同上断面積，ん 1nは
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となるからラ(却を (2)に代入し， (4)の関係を用いて微分すれば，次式のようになる0
3九γ(1 1 ¥ d2N忽 CYo d2Mo ， CYu d2M 
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一方，接合部に働く垂直力 Vxは t部材と下部材が異なる曲率を示すと考える時，上部材
のタワミを ω0，下部材のタワミを ωω とし反力係数を K とすれば，
V三=K(wo-wul
と書けるから，
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ところでラ垂直方向の力の釣合11，J:部材および下郎村でそれぞれ
dQ vJz-q+ViJ， cj_Q旦_1Tdx (8) 
モーメントの釣合はそれぞれ
dMn ~ ~ dMn 示戸 =Q。-11Jo， Jf云U_= Qu-Tx'yu (9) 
となるから， (8)と(9)とからと部材および下部材ではそれぞれ次のような関係が成立する。































Nx=Nx十 N~ ， V二ニVx十円
上式中， l^r， Vx "土荷重項で N~， V~ は境界ú直によるものである。
i) 1¥ん 17，の計算
両端が単純支持されている合成桁に関する計算式を求めてみよう。 この時， 点荷重 Pが
(12) 
x=Xoなる点に作用した場合を考えればラ正直、点 rにおける 1'" Vxは次のようになる。
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これらの級数和を計算すると 7I.7x，Vxはそれぞれ次のようになる。しτくXoの場合)
上式中
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しかし， αl，(3lの値が相当大きいので J17z，Fmは次のような近似式にて表わされる。 (xくxo)
r (A1 ， aii2+bA3 ¥ (l-xo)x A1 sinhlT (l-xo)・sinh，JTx ん二PI! 十 i 「) 。 -J- . 一一一l ¥ J. ' a2+b2 J l J.，J} sinh，JT l 
空竺三~D2\ ~((bß-a叫ん一(aß十b 叫ん)cos {3(xo--x) 2 (a2+b2) (α 十(32)l 
+(仙川2+州一叫ん)叫(xo-x)}] (15') 
V伊=pf~.豆些LJ__(1二午0)_'_り些五正主十 e.-a(x o 土
広 1イJ. sinhイil ' 2(α2十戸2)










また，係数Ar， A2' A3および B)， B2' B3は次式のようなものと、危る。
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i) N;， V~ の計算
上記 Nxは x=oおよび x二 fにおし、て N必=0なる境界条件の通りであるから問題はない
が Vτ に対しては境界値による補正が必要となる。ただし，この場合 α支点の影響が b支点ま
ではおよばないから，それぞれ次式のように表わされる。
Vふ=Bαle-/"Ix+ {Ba2cos8 .r+Ba3Sin8 X}. e叫 i
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上式に x=oおよび x=lにおける境界条件
d2VX ~ d4 Vx . n TT ~ r TT' ". • ~ r 7云fz 09 7F-十品九=0， RA = - ¥ iヘdx またはん=¥ Vxdx 
を適用して，係数は次のように求まる。
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また Bbl，BO2， BO3は Ba1，Bα2， Bα3式中の Pα の代りに次の Iもの値を乗ずればよい。
Ph =pf月fI一空L 一旦!二α2)B止空企~3_l 十 Bj'si些jZhl
。 II l~ J. (α2+グ戸 J I )，'sinhイ;:l J 
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に x=O，x=lにおいて，N~ = O なる境界条件を適用して次のように求まる。
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d4Y; d~t + sk Vx = r k' qx 
x=xoで dVx/これを，X=XO点に集中荷重 Pが作用 した場合の無限桁に対して解けば，
(:;::の場合)問
dx=O， X=土∞で Vx=Oを満足すると ころの次式が求まる。
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いま，実験に用いたプレスト レス トコ ンク リー ト 合成桁の模型断面寸法にて数値計算をお
こなってみる。断面に関する諸値は次の通りである。
Ao = 125 cm2， Au = 150 cm2， /0 = 260 cm4， /" = 2，820 cm4， 
Eo = Eu = 300，000 kg/cm2 ， 
Yo = 2.5 cm ， Yu = 7.5 cm ， l = 180 cm ， 
αη=19.5XlO-8xC， ん=1.40x 1O-8x K， er， = 2.32x 1O-.8x C， 
rc = 3.20x 1O-8x C， rk = 1.28x 1O-8x K， 
i) C， K を考慮した値
CとKを同時に考慮、した場合について計算してみる。この時，C，Kは普通に用いられる
であろう接着剤による接合では，大略の特性値と して C= 10，000 kg/cm2， K = 2，000，000 kg/cm2 
程度の値を仮定できるので，この時の断面に関する特性値を求めると次のようになる。
α。=0.195 X 10-2 l/cmペ ι=0.0232 x 10 21/cmペ九=0.032 X 10-.2 1/cm3 
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A = 0.00l57 1/cm2， a = 0.000l9 1/cmぺ b= 0.1673 1/cm2， α= 0.2894 1/cm， 
{3=0お 911/cm 
となり Nx，Vxの計算式における係数は次のような値となる。
Aj二 1.079x 1O-41/cmペ A2二 2.12x 10 4 1/cmヘ A3= -0.00727x 10 41/cm3 
Bj = -0.000l82 1/cm2， B2二 0.0001821/cm2， B3 = 0.153 1/cm2 
以上の詰値によって求めた Nx，V~ の分布は第 2 図のような曲線となった。 なおラ Noは完
全接合された合成桁の値で C=Kニ∞の場合に相当する。
i) 略算式による値
Nxの値は K=∞とした時は (20)式で求まるが，この時 ω2= 0.157 x 10 6X C， r = 0.0108 
X 1O-6x Cとなるからラ C=10，000kg/cm2を仮定して求めると，第2図の Nx曲線とほぼ完全
に A 致L， K = 2，000，000 kg/cm2程度の値では略算式によって計算した方が簡単でよいことが
わかった。
また Vxの計算では ε=0を仮定した (2)式で計算すれば，K=2，000，000 kg/cm2の場合















I二記の数値計算例の場合を例にとれば， 荷重点下の圧縮力は 0.140P kg/cmラその近傍の
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